
埼玉県学力・学習状況調査 活用リーフレット 

○教材研究で、小学校の教科書を見直し、既習事項

や系統性を確認するようにしました。

○目標は必ず板書し、見通しが持てるようにしまし

た。（目標の提示は、授業の冒頭とは限らない。）

家庭学習・補充学習では 

○日常生活や社会と関連する問題、複数の答えが

考えられる問題等を出題し、生徒の興味・関心

を高めるようにしました。

○授業の冒頭で、本時に関係する既習事項の確認

テスト（確認問題）を行いました。

○キーワードを示すなどの工夫を行い、生徒の言

葉で課題を設定するようにしました。

○毎時間、宿題プリントを配布し、次時で点検するように

しました。テスト前には、それらをまとめた宿題プリン

ト集を配布しました。

○家庭学習の提出状況が視覚的に分かるようにしました。

○長期休業中の課題として、「コバトン問題集」や「県学

調復習シート」を活用しました。

○定期テスト前、長期休業中には、質問会や

学力層に応じた補習を実施しました。

○学年ごとに学習に関するコーナーを設け、

全国学調の問題や、授業で取り上げたよい

解答を紹介しました。

○漢字や計算、英単語の校内検定を行い、学

習の目標が持てるようにしました。

授業では 

○キーワードを確認するなどの工夫を行い、生徒

自身の言葉でまとめが書けるようにしました。

○自己評価カードに、「今日学んだこと」の欄を設

け、毎時間振り返りを行うようにしました。

○授業の最後に次時の予告を行い、予習的な課題

を宿題にするようにしました。

○１時間の板書が全て残るように構造化しました。

○ノートに、自分の感じたことや、他者が発言したこと等のメモをとれる欄を設けました。

○図形や文章問題等では、プリントを使い、ノートに書く時間を短縮するようにしました。

中学校版 

○「なぜ？」「どうして？」といった問い返しの発

問を意識的に行いました。

○既習事項との違いを問うことで、生徒自身が課題

を発見できるようにしました。

○誤答を意図的に取り上げることで、生徒が解答を

振り返る場面を設けました。

○問題解決場面では、初めから多くのヒントを与え

ず、段階的にヒントを出すようにしました。

○上位層向け、それ以外の生徒向けの２種類の練習

プリント（練習問題）を用意しました。

○教師に丸をもらった生徒がミニティーチャーとな

り、解き終わっていない生徒への手助けを行うよ

うにしました。

○ペアで相談できる時間をこまめにとりました。

○グループで最初に解答できた生徒が、他のメン

バーの解答の確認を行いました。また、考えを

メンバー全員が説明できるようにしました。
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